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通勤に車を使用しない
車を運転しているとき停車中はエンジンを切る

冷蔵庫から取り出すものを決めてから、扉を開ける
白熱灯を蛍光灯に替える

炊飯器の１回あたりの保温時間を減らす
1日あたりのテレビの使用時間を減らす

温水式便座を使用しないときは便座のふたを閉める
便座の設定温度を冬は「中」にする

便座の設定温度を冬以外は「弱」にする
エアコン（冷房）を使用する時間を減らす

白熱灯の使用時間を減らす
掃除機の集塵袋をすぐに交換する

鍋底からはみ出さないよう火力調節をする
洗濯物の回数を減らす

風呂の残り湯を使って洗濯をする
蛍光灯の使用時間を減らす

ビデオを使用していないときはコンセントをはずす
エアコンのフィルターを月1回掃除する

1週間あたりに見るビデオの本数を1本減らす

炊飯器の保温機能を使用しない
テレビを消すときは本体電源で消す

テレビを使用していないときはコンセントをはずす
掃除機の使用回数を減らす

冬場以外は便座のコンセントを外す
風呂で追い炊き機能を使用しない

目目 的的

実際の家庭への実際の家庭へのLSALSAソフトの適用ソフトの適用

実際に環境共生住宅に住む家庭にLSAソフトを適用し、ライフスタイルの

把握および行動改善提案を行う。

1日のライフスタイルの変化を具体的に把握可能である。
各住戸のライフスタイルに対応した行動改善を提案することができた。
11住戸に対しLSAソフトを適用した結果、全体で15%のCO2削減が可

能であることがわかった。
LSAソフトウェアの有効性が確認された。

結 論
ある住戸におけるLSA評価結果（夏期）

11住戸にLSAを適用した合計（中間期）
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冷蔵庫 テレビ1 テレビ2 テレビ3 白熱灯1

蛍光灯1 蛍光灯2 蛍光灯3 蛍光灯4 蛍光灯5

洗濯機 掃除機 電子レンジ ＩＨクッキングヒーター エアコン（冷房）1
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行動改善提案と削減量の内訳行動改善提案と削減量の内訳

CO2削減量
1.30 kg/日

3.18kg-CO2

-34.6% 

CO2削減量
1.55 kg/日

4.48kg-CO2 2.93kg-CO2

19.2%UP 

各人がそれぞれの部屋でエアコン
および照明器具を使用しており、
消費電力が大きくなっている。

行動改善を提案

リビングの白熱灯
を蛍光灯に替える

エアコンの設定
温度の変更、

使用時間の短縮

ある住戸におけるある住戸における11日の消費電力の推移日の消費電力の推移
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冷蔵庫 テレビ
白熱灯 蛍光灯
洗濯機 掃除機
電子レンジ IHクッキングヒーター

CO2CO2削減量削減量
4.17 kg/4.17 kg/日日

CO2CO2削減量削減量
6.19 kg/6.19 kg/日日

48.4%UP 48.4%UP 

CO2CO2削減量削減量

ELP削減量

実行容易度（本アンケート）

実行容易度（従来データ）

実行容易度の算出方法実行容易度の算出方法

00実行することは難しいと思う

33.31たまにはできると思う

66.72環境問題のためなら実行し続けると思う

1003現在行っている

実行容易度 %点数回答群

00実行することは難しいと思う

33.31たまにはできると思う

66.72環境問題のためなら実行し続けると思う

1003現在行っている

実行容易度 %点数回答群

従来データと同様の傾向を示した。
照明に関する行動の実行容易度

が高く、自動車関連の行動は低い
結果となった。

アンケート結果の傾向

・日常生活における環境負荷を容易に算出可能な、LSAソフトウェアの開発・高度化を目指す。

・実際の家庭にLSAを適用し、ライフスタイルの把握と行動改善提案を行う。

環境共生住宅の概要環境共生住宅の概要
施設概要施設概要

第Ⅰ期 79戸総戸数

鉄筋コンクリート造、高層階14階1棟、低層階5階1棟構造規模

第Ⅰ期 4,925m2敷地面積

第Ⅰ期 79戸総戸数

鉄筋コンクリート造、高層階14階1棟、低層階5階1棟構造規模

第Ⅰ期 4,925m2敷地面積

LSAソフトに対応したアンケート調査の実施アンケート調査

省エネナビ（毎時の消費電力を計測）の設置モニタリング方法

19戸モニタリング住戸数

LSAソフトに対応したアンケート調査の実施アンケート調査

省エネナビ（毎時の消費電力を計測）の設置モニタリング方法

19戸モニタリング住戸数

環境省環境省：：『『街区まるごと街区まるごとCOCO22 20%20%削減事業削減事業』』に採択に採択

早稲田大学環境総合研究センター 最終更新日時２００９年４月３０日

新たな環境配慮型都市の開発に関する包括的研究

題目
ライフスタイルアセスメント手法の高度化とその応用に関する研究

～環境共生住宅へのLSA評価の適用～

著者 永田勝也、小野田弘士、村田寿見雄、溝田将吾


